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本
全
国
に
お
い
て
ユ
ニ
パ
サ
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サ
ピ
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（
加
入
電
峰
、
公
衆
電
館
、
緊
急
通
報
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提
供
を
確
保
す
る
た
め
に
ご
負
揺
い
た
だ
く
料
金
で
す
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※
更
新
月
等
の
各
積
ご
契
約
内
容
に
つ
い
て
は
M
y
S
o
f
由
a
c
k
の
契
約
内
容
開
会
よ
り
ご
確
認
〈
だ
さ
い
。
※
保
険
料
相
当
額
を
お
支
払
い
の
際
「
内
税
Jと
表
記
さ
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
非
課
税
で
軒’
摩
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
裏
面
も
必
F
ご
確
認
く
だ
古
い
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各位

高知県防衛議員連盟総会のご案内

高知県防衛議員連盟

会長桑名龍吾

r 

拝啓

立秋の候 貴殿におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

隣国中国の覇権主義的行動、朝鮮半島の不安定化等、日本を取り巻く国際環

境は大きく変化してまいりました。いずれも我が国の安全保障に重大な影響を

およぼす事柄で、国会において現在、平和安全法制の関連法案が審議されてい

ます。今回の法整備の目的のひとつは日米防衛協力体制の信頼性・実効性を高

めることにあります。国民の生命と財産を守ることは政治の最も大事な責務で

あり、隙間のない安全保障体制の構築に向け、皆様方各位の一層のご理解・ご

協力が必要不可欠となります。

ご案内の総会後ではその一助として、新任されました第50普通科連隊連隊

長一等陸佐 谷田匡様より防衛講話を、さらには懇親の機会を設けさせていた

だきました。

時節柄ご多忙の折りとは存じますが、お時間お繰り合わせの上ご臨席くださ

いますようお願い申しトげさす

領収 重主
Eヨ

／ヘ

様

金額 ¥ 6, 0 0 0也

但、高知県防衛議員連盟総会懇親会会費として

上記の金額正に領収致しました

平成27年 10月 10日

岡三翠園 函冨
i霞轟！
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双
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さ
て
こ
の
た
び
前
田
隆
明
氏
に
お
か
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ま
し
て
は

永
年
に
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た
り
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護
司
と
し
て
活
動
さ
れ
た
ご
功
績
に
よ
り

春
の
叙
勲
に
お
い
て
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

ご
本
人
ザ
ニ
家
は
も
と
よ
り
私
ど
も
関
係
者
に
と
り
ま
し
て
も

誠
に
ご
同
慶
の
至
り
に
存
じ
ま
す

つ
き
ま
し
て
は
左
記
に
よ
り
祝
賀
会
を
開
催
し
慶
賀
の
意
を

表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
ご
多
用
の
と
こ
ろ
誠
に
恐
縮
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
何
と
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ご
臨
席
の
栄
を
賜
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よ
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お
願
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申
し
上
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ま
す
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ガ
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に
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ま
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よ
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げ
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す

平成27年10月17日証リ文領

様

¥ .1-0 QO_O※ 一金
消費税含む

但、叙勲祝賀会会費として

高知県南国市明見933 アンジ、エブ、ラン内

前田隆明氏瑞宝双光章受章記念祝賀会事No.036 
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隊友会香南支部長

漬禍健次

初秋の候 皆様方におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

日頃は隊友会香南支部に対するご支援ご協力をいただきまして衷心より感謝申し上げます。

隊友会香北支部解散に伴い香北支部会員の内、希望する者を受け入れるべく香南支部において

臨時総会を開催し審議いたします。

総会終了後に懇親会を行いますので、何かとお忙しいとは存知ますが懇親会ご出席を賜ります

ようご案内申し上げます。

／「

記

日時平成27年 10月 18日（日） 1 8 : 0 0～（総会終了後、懇親会）／わo予た
場所すし正（野市町西野526-1)

会費 5, 0 0 0円

送迎パス（経路上で希望する場所がある方は、お知らせ下さい。）

r 

<1便＞ <2便＞ <3便＞

アンパンマン 1 7 : 0 0 国光 1 7 : 0 0 君子方神社 1 7 : 1 0 

橋川野 1 7 : 1 0 J A前 1 7 : 1 5 J A山北 1 7 : 2 5 

佐岡 1 7 : 2 0 リェ前 1 7 : 1 6 香我美小前 1 7 : 2 8 

山田駅 1 7 : 2 5 月見山 1 7 : 2 0 岩田橋 1 7 : 2 9 

香美市役所 1 7 : 3 0 岸本橋 1 7 : 2 3 赤岡署前 1 7 : 3 5 

香南モータース 1 7 : 4 0 若一宮 1 7 : 2 6 馬袋交差点 1 7 : 3 7 

野市駅 1 7 : 4 5 Aコープ 17 : 3 0 ハマート前 17:40 ． 
東小前 17_:35 

野市中前17 

※利用状況により変更する場合があります。 寺責 4又 書

依光晃一郎様
¥ 5, 0 0 0 

但し

．一一一一ー一日一一一一一一一一一一一一ーーーー一一
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3ご
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ミ

隊 友 会 は 、 警 察 予 備 隊 、 海 上 警 備 隊 、 警 備 隊 、 保 安 隊 、 自 衛 隊 等 を 任 期 満 了 、 定 年 等 に よ

り 退 職 し 、 そ の 後 も 国 防 の 重 要 性 を 深 く 認 識 し 、 健 全 な 国 民 と し て 各 方 面 で 活 躍 し て お り ま

す 人 々 の 集 ま り で あ り ま す 。

初 期 に お い て は 、 同 じ 釜 の 飯 を 食 い 同 じ 体 験 を 持 っ た 者 同 志 の 自 然 発 生 的 団 体 で あ り ま し

た が 、 昭 和 三 十 五 年 十 二 月 二 十 七 日 付 総 理 大 臣 指 令 第 四 号 に よ り 国 家 社 会 に 奉 仕 す る － 「 社 団

法 人 隊 友 会 」 の 設 立 が 許 可 さ れ 、 今 日 に 至 っ て お り ま す o z f r ／ 今 ！ 伊 丹 ／ 日 公 表 代

隊 友 会 は 「 国 民 と 自 衛 隊 の 架 け 橋 と し て 、 相 互 の 理 解 を 深 め る こ と に 貢 献 し 、 も っ て わ が

国 の 平 和 と 発 展 に 寄 与 す る こ と 」 を 定 款 第 三 条 に 掲 げ 、 そ の 目 的 を 達 成 す る た め に 定 款 第 四

条 に 列 記 す る 具 体 的 な 事 業 を 推 進 し て お り ま す 。

当 高 知 県 隊 友 会 と 致 し ま し で も 、 真 に 県 民 と 自 衛 隊 と の 架 け 橋 と し て 、 国 の 平 和 と 発 展 に

＼ ／ 寄 与 す る た め 、 自 衛 隊 と 密 接 な 関 係 を 保 持 し つ つ 、 「 防 衛 意 識 の 普 及 高 揚 」 「 自 衛 隊 諸 業 務 に

対 す る 各 種 協 力 」 等 の 諸 行 事 を 通 じ 、 防 衛 思 想 を 広 く 各 界 に 浸 透 さ せ 、 真 の 防 衛 基 盤 の 確 立

に 寄 与 す る た め に 全 力 を 傾 注 す る 所 存 で あ り ま す 。

こ こ に 広 く 各 位 の 御 理 解 と 御 賛 同 を い た だ き 、 特 別 会 員 と し て 御 加 入 の 上 、

協 力 を 賜 り た く お 願 い 申 し 上 げ る 次 第 で あ り ま す 。

特 別 の 御 支 援 御

。 定 款 第 五 条 に 定 め る 会 員 の 種 類

（ 一 ） 正 会 員 警 察 予 備 隊 、 海 上 警 備 隊 、 警 備 隊 、 保 安 隊 及 び 自 衛 隊 に 在 職 し て 正 常 に 退 職

し 、 本 会 の 趣 旨 に 賛 同 し 、 理 事 長 が 入 会 を 承 認 し た 者

予 備 自 衛 官 補 と し て 採 用 さ れ 、 現 に 予 備 自 衛 官 補 、 予 備 自 衛 官 又 は 即 応 予 備

自 衛 官 と し て 在 籍 す る 者 で 、 本 会 の 主 旨 に 賛 同 し 、 理 事 長 が 入 会 を 承 認 し た 者

（ 二 ） 賛 助 会 員 現 に 自 衛 隊 に 在 職 し 、 本 会 の 趣 旨 に 賛 同 す る 者

（ 一 ニ ） 特 別 会 員 前 二 号 以 外 の 者 で 本 会 の 趣 旨 に 賛 同 し 、 理 事 長 が 入 会 を 承 認 し た 法 人 等

特 別 会 員 の 会 費

個 人 一 般 一 口 で 一 万 円 、 十 口 以 内 、 毎 年 会 計 年 度 ご と に 納 入 し て い た だ く こ と に な っ

て お り ま す 。

。
連 絡 先

入 会 希 望 者

〒 七 八 一 1 1

香 南 市 野 市

公 益 社 団 法

電 話 O 八

郵 便 振 替 口

口 座 番 号

加 入 者 名

活白
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